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不織布は最近使い捨て用の布材として次第に多く用い
られるようになってきたがI 1) 2)従来主として荻料用芯
地としての用途のものが多かったために，一般衣料特に
使い捻て用としての性能について，その要求を充分精し
ているとはいえない，また乙の目的に必要な性能につい
ても明らかにされていないと乙ろが多い。一般に衣料の
消費性能を大別して，1)外観と形態保持性. 2)着用性
能，3)加工と管理性能， 4)強度と耐久性，とすると，強
度は使い捨て用としてはとくに大きい乙とを要求されな
いが，使用目的IC応じた強度を持つζとが重要であり，
またζの限界を明確にする乙とが必要である。本研究に
おいては不織布の衣料としての耐久性の重要な性質の一
つである耐摩耗性について，従来主として芯地用lζ用い
られてきた各種素材について摩耗試験織による試験と着
用試験とを行い，その強度の限界をたしかめた。
実験方法および結果
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1， 実験用紙料とその性質
腐12.5Cl8のものにつきタテ，ヨコ，バイヤスの三方向に
ついての等速引張りの強伸皮曲線より切断強度および伸
度，ヤング率をそれぞれ求め第3表に示した。ただし不試料不織布は，衣料用として現在製造されているもの
は種類が少く，また本実験においては着用試験と試験機
試験との関係をたしかめる乙とを目的としたので，主と
して芯地用に使用される不織布のうち代表的なものをえ
らぷ乙とにした。いずれも，ポリエステル繊維を主な紫
材とした乾式不織布である。
方 向 同瓦r軍 度 lヤング率|ヤング寧矧 I均/011 kg/a1 
試料三種類A. B， Cの諸性質を第1表，第2表』ζ示
す。三種とも異なるメーカのものであるが，見設け密度
はなるべく近いものをえらんだ。
(ljjしわ性はモンサント法tとより，たて，よ乙両方向の
しわ回復度を測定し，まげかたさはハートループ法によ
り，通気性はフラグール型通気性試験機lr.より，それぞ
れ測定を行った。
引張りに対する性質は，試料布の巾2.5c・， つかみ間
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織布は引張り初期と降伏点近くでヤング率が著しく異な
るので前者をI，後者をEと区別して表わした。強度お
よびヤシグ率はそれぞれ試料巾1舗についての荷震値を
以って示す。なお引張速度は200&11/紛である
2. 摩耗強度の測度
i )不織布を着用した場合，不織布と皮膚および他の
衣服材料，外界の物体との間の摩耗による強度変化が一
般織物より大きいと考えられる。予備試験として各種材
料と平面摩擦を行わせると，木綿プロードのような織密
度の比較的大きい布や塩化ピニルフィルムのようなプラ
スチック材に比べて不織布間の摩擦による摩耗の方がは
るかに大きい。乙れは不織布簡では繊維が互に包絡して
ピル状となりやすく脱落するからである。本実験では比
較的はげしい摩耗を行わせるために，ユニバーサJレ型摩
耗試験機を用い，平面摩耗により不織布試料iζ対して同
種の試料を摩擦子の表面につけ，押圧o.5kr;/ C1A， 試料布
張力0.1kr;/C1Aで試験を行い，試料布が破新lζ至るまでの
摩耗回数を表，裏について測定し， 10回の平均値をもっ
て示した。 i)各試料布の摩耗破断回数に至るまでの各
段階のものについて破裂強度の試験を行い，摩耗による
強度低下の状態をたしかめた。
3. 着用試験による強度変化の測定
着用時の摩耗などによる不織布の強度の低下はそれの
使用の限界をきめるためにきわめて重要である。
着用限界は乙の外，外観形態占安定性なども問題となる
が，本実験では強度低下のみに重点をおいて測定を行
い，その結果をのべる。
前記3種の試料布A，s， C について第1， 2図iζ示
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第 2図
すようなブラウス各5着を作った。共IC衿なしでラグラ
ン長袖で衿ぐり，袖口，すそは裁切りのままとし，サイ
ズは着用者の体型に合せた。脇や袖部分は接着剤iとより
接合せとした。それぞれ内衣として外衣と肌着の聞に着
用し， 10月~11月にかけて 1週間づっ使用後，第 2図lζ
示すように， ζれらの各部分，胸，前すそ，背中部，後
すそについて強伸度および破裂強度を測定した。
使い捨て用衣料としてζれらを使用する場合，いずれ
も1週間では使用不能な破損は起らないが表面の汚れや
毛羽立ちために， 実用上一つの使用限界!C達したと考え
られた。
試験機lとより布iζ貫通した破壊がはじまる摩耗回数の
平均値とその状態での摩耗部分のミユーレン破裂試験機
による破裂強度を各試料について示すと次のどとくであ
る。
表-4
試 料
破裂回数 (回)
破裂強度 (kr;/C1l)
摩耗破嬢の状態は第3図i乙示すどとくである。
単繊維の摩耗条件と耐摩耗性について理論的に取扱っ
たものはあるが， 3) 4)不織布の摩耗については理論的な
説明を行ったものはきわめて少し実験結果にとどまっ
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1 3図
ている。日それらと比較して乙れら試料の破裂強度，自主
耗強度はほぼ間程度であったといえる。
摩耗による強度変化の傾向を第4，5，6図に示す。
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第4図 E式料Aの強度変化曲線
いずれも貫通した摩耗の生ずるU@]ぐらいの摩耗回数
まで急激な強度低下が生じ，それ以上は変化は比絞的少
b、。
4. 使い捨てブラウスに対する要求度の調査
ブラウスを使い捨て周にした場合，どの程度の耐周年
- 33ー
. J.論gむこiる
.mt位
。ー・~ti制仇
@率I:t
??
????
協r
て。 1000 2∞o 500 
き長駒穐摩耗国政
M5図試料Bの強度変化曲線
数を消費者は要求しているかを知るために，主として女
子大学関係の教員および学生111名を対象として次のよ
うな鰯査を行った刷。アンケート結果を第7図IC示す。
質問項目を第6表IC示す。
但し図の中 1，2，3はそれぞれ耐久性lζ対する要求分
類，1'，2'，3'，は価格』ζ対する分類である。
調査対象が一般消費者層とは異なるとしても，使い捨
て衣料IC対して現在のと乙ろ必ずしも完全な使い捨てよ
り， 1国務度の洗たくに耐える程度の，従って価格もあ
まり安くないものをえらんでいるのは注目すべきであ
る。
5. 箸周による強度変化
着用後のブラウスより第2図lζ示したどとく，前す
そ，後すそ，胸，背中，袖の5部分ごとに試料布をと
り，その性能を測定した測定均値を第7表iζ示す。
強伸皮lま名部分から休部においては身長方向，袖怒に
おいては腕輪方向に巾 1c.w， 試験長5c.wの試料を5放づ
っとり引張試験を行い，破裂強度も引張試験試料布をと
( 3 ) 
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第6図 賦料Cの強度変化曲線
表-6
アンケ ート 質問 事項
使い捨て衣料としてブラウスを使う場合，どの程度の
ものを望みますか。
1. 着用して洗たくせずに捨てるもの
2. 1回位の洗たくに耐えるもの
3. 少くとも2---3回のおtたくに面甘えるもの
上記1.2.3.いずれかの場合， 価格はどの程度なら践入
してみようと思いますか。
1;.高くとも一般ブラウスの (1.飢)()円位)をまで
2;.高くとも一般ブラウスの (1.0∞円位)をまで
3;.高くとも一般ブラウスの (1.(削円位)ーまで
sfl 学
第 7図
表-7
|試料I~kg鬼門も1725211UZ伊勢5
原布 2.79 31.2 8.30 3.51 3.38 
前すそ 2.68 30.7 5.21 3.49 2.86 
A後すそ 2.69 30.6 6.20 3. 77 3.16 
胸 2.43 29.0 5.37 3.28 3.24 
背中 2.34 27.7 5.53 3.24 3.12 
袖 2.86 30.2 5.83 3.99 2.58 
原布 3.18 31. 9 8.28 3.82 3. 72 
前すそ 2.82 25.6 7.27 4.31 3.34 
B後すそ 2.93 27.7 6.96 4.27 3.54 
胸 3.26 28.0 7.80 4.65 3.42 
背中 2.55 25.4 5.14 4.10 3.30 
袖 2.78 29.3 5.37 3.89 3.38 
原布 3.32 30.8 9.14 4.∞ 4.61 
前すそ 3.03 30.1 8.65 4.16 3.62 
c後すそ 3.12 29.4 8.58 4.15 3. 79 
胸 3.20 29.5 8.66 4.11 3.96 
背 中 3.16 28.8 8.91 4.17 3.80 
袖 2.80 29.0 8.72 4.28 3.38 
った部分の両側より2枚づつの試料布をとり試験を行っ
た。
A.B.CともB車線強度において，袖部における強度低
下が顕著であり，その他の部分においては胸部の変化が
比較的少ない外は一定の傾向はみられない。
者用試料どとに各部の破裂強度を第4.5.6.図の強度低
下曲線上iζプロットして示す。
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考察
1. 試験機による摩耗による強度は，はじめに急激に
低下する。乙れは最初に不織布表面部の脱落しやすい繊
維が絡合してピル状となり，脱落するためで或程度の脱
落が終ると低下はゆるやかになる。
2. 着用試験による強度低下は，一週間では袖部にお
いて最も著しいが，乙の部分において運動量がもっとも
多く， 本実験においては肌着，外着の聞で摩擦されたた
め，影響が大きかったと考えられる。その他の部位にお
いては強度低下は大きい差は見られなかったが，胸部は
運動量が少ない上IC着装の関係で外者文は外界との接触
も最も少ないために損耗の程度も低かったものと考えら
れる。
3. アンケ トー による調査を参考にして，使い捨て期
間としてえらんだ一週間程度の着用による強度低下は，
乙の目的のために必要な強度の限界を知る一つの指標と
なる。また， 試験機による摩耗と着用による摩耗とは同
じではないが，両者の関係をある程度たしかめる乙とが
できた。試料として選んだ不織布はいずれも一週間の使
用期聞には必要以上の強度を持ちすぎているといえる。
総 括
1. 市販の芯地用の乾式不織布3種を試料として用い
て試験機による摩耗試験と着用試験を行った。
2. 試験機の摩耗による強度低下を破裂強度により測
定し，強度変化曲線を求めた。
3. ブラウスを試料布で作り，乙れを1週間着用後，
前すそ，後すそ，胸，背中，袖の各部分の破裂強度を測
定した。
4. 試験機と着用による試験とを比較すると，1週間
の着用では試験機の破壊までの約%程度に相当する損傷
をうける。
本実験lζ協力された丹生真理君，アンケ トー調査に御
協力いただいた日本家政学会被服材料学研究委員会委員
の方々に感謝の意を表します。またこの研究の一都は文
部省科学研究補助金によって行われた乙とを付記いたし
ます。
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Summary 
The wearing processes of three kinds of non-woven fabrics are estimated by the testing machine of 
Univesal type and wearing it as blouses. 
The results are as follows : 
1. The wearing damage of fabrics is measured by bursting strength and plotted against time in 
weanng curve. 
2. The strength of blouses after using for one week is measured also by bursting strength. 
The wearing damage is most intensitve at the part of sleeves but， in contrast with this， least 
at the part of breast. 
3. The damage of blouses after wearing for one week is corresponds to the damage of about 1/5 
times of testing cycles to rupture of fabrics by testing machine. 
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